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( n )の可視および赤外領域において吸収スペクトルをしらべfこ。 両者
とも約 25X 1013 sec-1 (1200mμ) にかなり鋭l'弱 l'吸収帯を示すのが特徴的である D 次いでピス(サリ
チルアルデヒド) 2，2'ージメチノレエチレンジイミンコバルト( n) およびピス(サリチルアルデヒド)
'22'ージフェニルエチレンジイミンコバルト ( n )を新しく合成し，有機搭媒中のスペクトルを決定した
ところ，いずれも 25X 1013sec- 1 付近に鋭い吸収帯を示す乙とが明らかになった。上の結果を用いて，新
たに合成されたピス(サリチルアルジミナト)コバルト (I )およびピス(サリチルアノレドキシマ卜)コ
バルト( I )の構造を検討しこれが平面四配位のコバルト( I )錯体であることを推定した。
(第二部)図 1 において， R として分枝したアルキル基を入れると，立体的障害が大なり小なり現わ




赤外部25および30X 10 13sec- 1 付近にかなり強い配位子場吸収帯を示し，四面体コバルト ( < )錯体であ






果， いずれも凹面体状四配位のコバルト(n )錯休より成る ζ と
が明らかになった。乙れらはピリジンにとかしたときでも，
ルト(n )がピ 1) ジンを付加して六配位にはならない。
コノて
(第三部) R を nーアルキルにすると，コバルト(n )化合物は非常に酸化されやすくコバルト(皿)
錯化合物がこれに反して安定となる。したがって Rコ nー アルキルのときのコバルト(n )錯体はこれ
まで純粋な結品として単離されていなかった。
著者は新しい合成法を考案することによってコバルト(n )シッフ塩基 (Rニメチル，エチル， n プロピ
ルおよびn- ブチル)錯体を赤色結品として単離することに成功した。 吸収スペクトルを検討した結果，
乙れらのコバルト(n )錯化合物はやはり四面体構造をもつことが結論された。乙れらをビリジンにとか
すと，ピリジン 2 分了-がコバルト(n )と結合し，六配位となる。
(第四部)乙れまで， N に対してオルトの位置に置換基を持つ N アリルサリチリデンイミナトコ
バルト(n )錯体を合成することはできないときれていたが，今回そのような化合物六種を市離しそれら
が存在することを証明した。結晶を単離したものは，図 1 における R として次の基を含むものである。





















配位コバルト( I )錯体についての基礎的なデータとして大きい意義を持っている D 特にその特徴的な配
位子場吸収帯に着目して，これまで構造が未知であったコバルト( I )錯体の構造を推定した。
第三部においては第一部とは反対に，平面をとりえない四配位コバルト ( I )錯体があることに注目
















四配位四面体構造が比較的安定で，銅( ][ )やニッケル( ][ )のようなせんい金属とは異なることをも確
立したもので，錯体の構造化学においても重要な結果を含んでいる。
以上述べたとおり，西川君の業績は錯塩化学における重要なしかも容易ではない問題をとりあげて，研
究を行ない。従来の通説を一再ならず訂正するとともに，新しい重要な結論を得たものである。
七編のいずれも錯塩化学に関する参考論文をもあわせ考えて，この論文は博士の学位論文として十分の
価値あるものと認める d
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